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皿 はじめに  

戦略形ゲームの協力の解概念としては，Aumann  

andPeleg【1】によって定義されたα－COre，β－COre  

などがある．本研究では，α－COreをインセンティ  

プ制約を考慮してBayesiangame（情報不完備な  

戦略形ゲーム）に適用する．   

情報不完備なゲームで協力が行われるときには，  

プレイヤー間で情報の交換を行って行動すると考  

えられるが，その場合には，契約（プレイヤーの情  

報を集めてそれぞれのプレイヤーの行動を決定す  

るもの）がインセンティプの制約を満たしている  

ことが望ましい（本研究では，提携を組んだとき  

の契約はメカニズムを通じて行われるとする）．   

そのインセンティプ制約を，一般のBayesian  

gameの協調行動の分析に導入する際には提携の  

外部の行動を考慮する必要がある（提携の外部の  

行動を考慮する必要がない場合，交換経済など，に  

関しては【2】や【3】で分析されている）・   

一般に情報不完備な協力ゲームは，プレイヤー  

が自分のタイプを知る前（exante）に提携を組む  

とする場合と，プレイヤーが自分のタイプのみを  

知った後（interim）に提携を組むとする場合の2  

つに分けて分析されるが，今回は提携がexante  

Stageに形成される場合を考察する．   

本研究では，外部の行動を考慮したインセンテ  

ィプ制約を導入し，eX ante Stageに提携が形成  

される場合に全体提携が安定になる（exanteα－  

incentivecompatiblecoreが非空になる）ための  

十分条件を紹介する．  

ここで，  

。Ⅳ＝（1，2，．‥，几）：プレイヤーの集合  

。ズi（⊂Rmり：プレイヤー宜の戦略の集合（非  

空，凸，コンパクトと仮定）  

。弟：プレイヤー五のタイプの集合（有限）   

（記号の簡略化のため，以降ズg：＝nj∈ぶろ   

（β⊆Ⅳ），ズ‥＝ズ〃，符：＝托びち，r‥＝   

7≠，ni‥＝n托〃＼（乞）ちと表記する・）   

○叫：∬×r→R：プレイヤー宜の効用関数，  

ここで叫（・，申ますべての壬∈rに関して連  

続とする．  

。p：r上の事前確率．   

次に，提携βに対するメカニズムを定義する．  

提携βに対する，実行可能な（直接）メカニズムの  

集合を〟gと表記する，すなわち，   

MS：＝（pS：T→Xslろ－meaSurable）．   

ここで，PSが希－meaSurableであるとは，PS  

が転∈7盲のみに依存していることを意味する．   

プレイヤーが提携ぶを形成して協調行動をとる  

際には，上で定義したメカニズムを用いるとする  

と，eXanteStageに提携が形成されるBayesian  

gameは以下の流れになる．  

1・提携構造（gl，・‥，g∬）が形成される・ここ  

で，提携構造とは，Ⅳの分割である．   

2．それぞれの提携βたがメカニズム〃5た∈朗胤  

を選択する．   

3．すべてのプレイヤー盲∈βたは自分の真のタ  

イプf五∈墨を知る．   

4．プレイヤー宜∈ぶたは自分のタイプβi∈℃   

を〝5たに報告し，その後〃gりま戦略pro丘1e   

〝gた（β1，．‥，βれ）を決定する．（ここで，それぞ  

れのプレイヤーは必ずしも真のタイプを報告   

する必要はない．）  

2 M①通e且amd SGema『五o  

Bayesiangameとは，以下の組で与えられる．  

（Ⅳ，（．範，叫，℃）i∈〃，p）．  
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C（Ⅴ＊）を次のように定める・  

C（V＊）：＝Ⅴ＊（Ⅳ）＼UintV＊（ぶ）・  

5⊆〃   

Exanteα－incentivecompatiblecoreが非空に  

なるための十分条件について，以下のものがある．   

命題 すべてのプレイヤーの効用がすべてのf∈r  

に関して1inearであるとき，eXanteα－incentive  

compatiblecoreは非空である．   

命題 2人Bayesiangameにおいて，eXanteα－  

incentivecompatiblecoreは非空である．  

以下ではα－COreのみを考察するので，形成され  

る提携構造は，（5，Ⅳ＼g）の形の場合に限定して  

も問題ないことが示せる．よって，以降の議論で  

は，形成されうる提携構造は（g，Ⅳ＼ぶ）の形に限  

定する．  

3 Definition and Result  

ここで，メカニズム㍉に対するインセンティ  

ブ制約を導入する．士電をプレイヤー乞の真のタイ  

プ，β五をプレイヤー豆が報告したタイプとする．こ  

こで，提携外のメンバーがメカニズム〝Ⅳ＼5を用  

いたとしたときの，プレイヤーiの（interimstage  

における）期待利得をβ叫（〃5，〃Ⅳ＼甑，βi）で表記  

する．   

定義 メカニズムFLSがα－incentivecompatibility  

を満たすとは，以下を満たすことである．   

∀〃〃＼g∈〟〃＼ざ‥∀ま∈∫：＼穐，∀βi∈℃：   

β叫（〃g，〃呵5極，り≧飢豆（㍉，〃Ⅳ＼glf五，βi）．   

この定義の意味は，提携∫のメンバー以外のプ  

レイヤーがいかなるメカニズムを用いたとしても，  

プレイヤーは自分のタイプを偽って述べることに  

よって自分の利得をすることはできないというこ  

とである．   

Exantestageにおける期待利得は，   

β叫（〃5，〃呵5）  

＝ ∑p豆（t虚）月明（〃g，〝Ⅳ＼恥，り  
ti∈71  

＝∑p（り叫（㍉（り㌦〃＼ぶ（卯）  

亡∈r   

（ここで，piは℃上の周辺確率である）・  

定義 提携∫⊆Ⅳに対し，e〇肌teα一塩mce乃亡血e  

CO〝岬α掃Jeq詐c如e†leβ5を以下で定義する：  

Ⅴ＊（ぶ）‥＝ U 「1〈（叫）咤〃∈R〃  
㍉∈〃g♯〟〃＼ざ∈〟〃＼g  

4 おわりに  

インセンティブを課さない場合のex anteα－  

coreについては，プレイヤーの利得関数がquasi－  

concaveの場合に非空であることがわかっている  

（HiraseandUtsumi［4】）が，quaSi－COnCaVeであっ  

て，1inearでないときにexanteα－incentivecom－  

patiblecoreが非空になるかどうかを検討する必  

要がある．  
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